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ご挨 拶

創 立 30周 年 を迎 えて

私学 と歯学 の立場 社 団法人 日本 私 立 歯科 大 学協会

会長 中 原 泉

5代 の 会 長

私 ど もの 社 団法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 は、 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 の 全 17校 が 加 盟 して、

昭 和 51(1976) 年 に設 立 され ました 。

初 代 会 長 は 、 白数 美 輝 雄先 生 で す。 先 生 は、 悠 揚 迫 らぬ大 人 (た い じん) で した 。 2代 会

長 は、 石 川 堯 雄 先 生 で す。 先 生 は、 真 摯 に実 意 を尽 され ました。 3代 会 長 は、 小 出忠 孝 先 生

で す。 先 生 は 、 熱 誠 あ ふ れ 、 最 も本 協 会 に愛 着 を持 た れ た方 で す。 4代 会 長 は、 佐 川寬 典 先

生 で す。 先 生 は 、 磊 落 に して 細 心 、 本 協 会 に命 を懸 け られ た方 で す。

斯 くい う私 は 、 5代 目に な ります。

私 は、 平 成 9(1997) 年 に本 協 会 の 専 務 理事 を仰 せ つ か りました 。 最 初 の 仕 事 が、 本 協 会

設 立 20周 年 記 念 祝 賀会 の司 会 で した 。 そ れ か ら小 出、 佐 川 両 会 長 の もと、 9年 間 、専務 理事

を務 め させ て い た だ きました。 そ して 10年 目に、 会 長 として 30周 年 記 念 を迎 え る巡 り合 わせ

を感 慨 して お ります。

この 10年 間

私学 と歯学 とい う立 場 を共 にす る私 ど もは 、 この 10年 間 、 もろ もろの 情 報 を共 有 し、 さまざ

まな意 見 を交 換 し、 相 互 に親 睦 と信 頼 を深 め 、 有 意 義 な協 会 活 動 を展 開 して きました 。

そ の な か で も、 昭 和 61年 よ り引 き続 い て い る歯 科 医 師 需 給 問 題 を は じめ 、 歯 科 医 師 の 資 質

の 向上 を目指 して、 歯 科 医 師 臨床研修 の必 修 化、 歯 学 共 用 試 験 の 発 足 、 歯 科 医 師 国 家 試 験 の

改 変 等 、 新 しい 課 題 に直 面 し、 そ の 対 応 に取 り組 んで きました 。

昨 年 4月 、 臨 床 研 修 は必 修 化 されて 新 た な ス ター トを切 り、 また 歯 学 共 用 試 験 も、 臨床実

習 実 施 前 の試 験 として本 格 実 施 とな りました。 平成 18(2006) 年 は、 歯 科 教 育 にお けるエ ポ ッ

ク ・メー キ ング な 年 として位 置 づ け られ ます。 さ らに、 国 家 試 験 も また 、 歯 科 教 育 に 関 わ る実

用 の テ ーマ と して捉 え られて い ます。

とりわ け、需 給 問 題 は 、歯 科 教 育 の 75% を担 う私 ど もに とって最重要 の 課 題 で す。 私 ど もは 、

需 給 問 題 の入 口論 とい わ れ る入学 と、 出 口 論 とされ る卒 業 に 関 し、 絶 対 の 使 命 と責 任 を有 して

い ます。 そ れ は 、 歯 科 医 師 を志 す 学 生 諸君 の 将 来 に 関 わ る問 題 で あ るか らで す。

この た び の協 会 設 立 30周 年 に 際 し、 私 ど もは 私 学 と歯 学 の 立 場 か ら、 さ らに努 力 を重 ね る

決 意 で あ ります。 今 後 とも、各 位 の 変 わ らぬ ご指 導 とご支援 を くだ さる ようお 願 い 申 し上 げ ます。
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祝 辞

文部科学大臣 渡 海 紀 三 朗

社 団 法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 が 、 設 立 30周 年 を迎 え られ た こ と を心 か らお 慶 び 申 し

上 げ ま す 。

日本 私 立 歯 科 大 学協 会 は 、 加 盟 17大 学相 互 の 提 携 と協 力 に よ り、 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学

部 の 教 育 、 研 究 及 び 経 営 等 に 関 す る調 査研 究 を行 う こ と に よ っ て 、 私 立 歯 科 大 学 の 振 興 を

図 り、 そ の 使 命 達 成 に寄 与 す る こ と を 目的 と して 、 昭 和 51年 に設立 され ま した 。

以 来 、 30年 に わ た る永 年 の 協 会 活 動 に お い て 、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 直 面 す る 諸 課

題 に加 盟 校 が 一丸 と な っ て取 り組 まれ る と と も に 、 有 意 義 な調 査研 究 の 実 施 、 会 員 相 互 の

情 報 交 換 、研 修 会 の 開 催 、 協 会 内 外 へ の 広 報 等 を通 して 、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 振 興 並

び に 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 の 向 上 に 多 大 の 貢 献 を さ れ ま した 。

本協 会 が 、今 日 まで 堅 実 な発 展 を遂 げ られ て こ られ た こ と は、 ひ とえ に歴 代 会 長 、 理 事

等 役 員 の 方 々 を は じめ 、 関 係 各 位 の 並 々 な らぬ 御 尽 力 の た ま もの で あ り、 深 く敬意 を表 し

ま す 。

近 年 、 我 が 国 の 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 を取 り巻 く社 会 環 境 の 変 化 は著 し く、 高 齢 化 に よ る

疾 病 構 造 の 変 化 、 患 者 の ニ ー ズ の 多 様化 、 医療技 術 の 急 速 な 進 歩 等 を背 景 と して 、 歯科 医

学 教 育 な らび に歯 科 大 学 に対 す る 国 民 の 関 心 や 期 待 は これ ま で 以上 に大 き くな っ て お り ま

す 。

こ の よ う な 大 き な変 革 の 中 、 我 が 国 の 歯 科 医 学 教 育 の 中 心 と して 重 要 な役 割 を担 っ て き

た 私 立 歯科 大 学 歯 学 部 が 本 協 会 の 下 に提 携 ・協力 し、 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 の更 な る発 展

と安 定 した 私 学 経 営 に取 り組 まれ て き た こ と は 、 誠 に 意 義 深 い もの が あ り ます 。

本協 会 に お か れ ま して も、 我 が 国 の 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 に課せ られ た 使 命 に 思 い を新

た に され ます と と もに、 関係 の 皆 様 方 が 一 層 の提携 と協 力 を深 め られ 、 そ の真 価 を発 揮 さ

れ る こ と を 期 待 し て や み ませ ん 。

日本 私 立 歯科 大 学協 会 の ます ます の 御 発 展 と、 関 係 の 皆 様 方 の 御 健 勝 を祈 念 し、 お 祝 い

の 言 葉 と い た し ます 。



祝 辞

厚生労働大臣 舛 添 要 一

社 団法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 が創 立 30周 年 を迎 えられ るに当 た り、 心 よりお慶 び 申 し上

げ ます。

私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 は、 多 くの 歯 科 医 師 を養 成 す る教 育 機 関 として、 歯 科 医 学 の 発 展 に

大 きく貢 献 す る研 究 機 関 として、 また、 高 度 な歯 科 医 療 を提 供 す る地 域 の 中核 歯 科 医 療 機 関 と

して、 我 が 国 の 歯 科 医 療 お よび 歯 科 医 学 教 育 に お いて 大 きな役 割 を果 た されて お ります。 貴 協

会 にお か れ まして は、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 17校 すべ てが 結 集 し、 30年 の 長 きに わた る活 動

を通 じて、 我 が 国の 歯 科 医 療 お よび 歯 科 医 学 教 育 の発 展 に多大 な成 果 を上 げ て こられ ました 。

今 日、我 が 国 の 歯 科 医 療 は、 口腔 インプ ラン ト、 再 生 歯 科 医 療 等 にみ られ る ように高 度化 が

進 み つ つ あ り、 歯 科 保 健 の 普 及啓 発 に関 す る全 国 的 な 運動 の展 開 、 高 齢 社 会 に対 応 す る訪 問

歯 科 診 療 や 口腔 ケ アへ の 取 り組 み 等 に よって、 国 民 の QOL は 向 上 し、 健 康 寿 命 も延 伸 しつ つ

あ ります が 、 これ も日頃 の 皆 様 の 御 尽 力 の 賜 と感 謝 申 し上 げ ます。

しか しなが ら、 高齢 化 の一層 の進 展 や 医療 安 全 確 保 に対 する強 い要 請 を背 景 として、 より質

の 高 い 医療 サ ー ビスを提 供 して い くこ とが 今 日的 課 題 となってお ります。 この た め 、 患 者 と医療

人 との 信 頼 関 係 の下 に 、 安 全 で 安 心 で きる患 者 本位 の 歯 科 医 療 を確 立 す る こ とを 目指 して、 歯

科 保 健 医 療 を担 う人 材 の 資 質の 向 上 、 広 く保 健 医 療 福 祉 分 野 の専 門職 の方 々との 連 携 、 高度

化 す る歯 科 医 療 を支 え るた め の研 究 開発 の 推 進 な ど、 総 合 的 な 改 革 を進 め て お ります。

特 に 、 平 成 18年 度 か ら は 歯 科 医 師 臨 床 研 修 の 必 修 化 を 開 始 し、 すべ ての 研 修 歯 科 医 が 、

歯 科 医 師 としての人格 を涵 養 し、 基 本 的 な 診 療 能 力 を身 につ けるた め 臨床研修 に専念 す る こと

が で きる環 境 を整 備 い た し ま した 。

歯 科 医 師 の さらな る資 質 向 上 の 観 点 か ら、 歯 科 医 師 臨床 研修 の充 実 や 歯 科 医 師 国 家 試 験 制

度 の見 直 しが 求 め られてお ります の で、 今 後 とも、 そ の 適切 な運 用 と充 実 に向 け て、 貴 協 会 な

らび に加 盟校 の 附属 病 院 を中 心 とした さ らな る御 協力 をお 願 い 申 し上 げ ます。

終 わ りに、 貴 協 会 の 今 後 ます ます の 御 発 展 と、 我 が 国 の 歯 科 医 療 水 準 お よび 歯 科 医 学 教 育

の 向 上 を心 か ら祈 念 い た しまして、 お 祝 い の言葉 とい た します。
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祝 辞

社 団法人 日本 歯科 医 師会

会長 大久保 満 男

社 団 法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 設 立 30周 年 の 記 念 誌 の 発 行 に あ た り、 一 言 お 祝 い の ご

挨 拶 を 申 し上 げ ます 。

昭 和 51年 に設 立 され た 貴 協 会 の 設 立趣 意 書 に よれ ば 、 「歯 科 医 療 の 需 要 拡 大 に伴 う歯 科

医療提 供 体 制 の 整 備 が 望 ま れ る状 況 下 で 、 歯 学 教 育 の 改 善 充 実 の た め の 財 政 的 な 裏 づ け が

困 難 で あ る 。 そ の 財 源 確 保 の た め に私 立 歯 科 大 学 は 、 定 員 過 剰 及 び 入 学 時 の 設 備 拡 充 費 に

頼 る 傾 向 に あ る が 、 これ は 学 生 の 質 の 低 下 を も た ら し、 社 会 的 批 判 を招 く結 果 とな る 。 国

や 地 方 自治 体 か らの 援助 が 得 られ る よ う に 図 る と と も に 、 私 立 歯 科 大 学 自 らが 医療 の 本 質

を 認 識 し、 現在 の あ り方 と矛盾 と欠 陥 を 互 い に 指 摘 反 省 し、 こ れ を 実 行 に 移 さ ね ば な ら な

い 」 と あ り ます 。

私 が こ こ で 趣 意 書 を長 く引 用 させ て い た だ い た 理 由 は 、 こ の 文 章 に 表 現 さ れ た 当 時 の 私

立 歯 科 大 学 の 危 機感 と、そ れ を 乗 り越 え よ う とす る 高 い 志 に 感 動 し た か ら に 他 な り ませ ん 。

わ が 国 の 近代 の 出発 点 と な っ た 明 治 新 政 府 は 、 富 国 強 兵 の 名 の 下 で 、 医 学 教 育 を 国 策 と

して進 め た の に もか か わ らず 、 歯 科 は残 念 な こ と に外 され て お り ま した 。

そ れ故 に 、 わ が 国 の 近 代 歯 科 医 学 教 育 は 、 個 人 と して の 歯 科 医 師 の 多 大 な る 努 力 の も と

に始 ま っ た とい うべ きで し ょ う。 つ ま り、 わ が 国 の 歯科 医 療 の 出発 点 は 、 ま さ に 私 立 歯 科

教 育 に よ っ た の で す 。 こ の よ う な 伝 統 を持 つ 、 わ が 国 の 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 が 、 現在

17校 を 数 え 、 そ して そ れ が わ が 国 の 歯 科 医 療 の 根 本 を支 え て い て くだ さ る こ と に 、 改 め

て 深 甚 な る敬 意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す 。

わ が 国 の 現状 は 、 こ こ数 年 に わ た っ て 、 経 済 優 先 の 風 潮 が は び こ り、 そ れ は 社 会 を合 理

的 に 動 か し え る も の と み な す 、し た が っ て 人 間 も社 会 状 況 もす べ て 量 の 論 理 で 解 決 で き る 、

そ ん な 風 潮 が 広 く行 き渡 っ て し ま い ま した 。 そ れ は 、 質 と して の 人 間 の 生 存 の 意 味 や 意 義

が 薄 くな りつ つ あ る とい う こ と だ と思 い ます 。 そ ん な 中 で 、私 は 、医 療 の 根 本 に あ る 哲 学 、

あ る い は人 間 観 が 、 重 要 な 課 題 と して 大 き く問 わ れ る 時 代 な の だ と思 っ て い ます 。

貴 協 会 が 、 そ の 設 立 の 精 神 を大 切 に さ れ、 そ して 日本 歯 科 医 師 会 の 目指 す 国 民 の た め の

歯 科 医 療 の確 立 に 向 か っ て 、 共 に 歩 ん で い た だ け る こ と を祈 念 して 、 お 祝 い の挨拶 と い た

し ま す 。



社 団法人 日本私立 歯科大学協 会

加盟歯科大学 ・歯学部

北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部

奥 羽 大 学 歯 学 部

明 海 大 学 歯 学 部

東 京 歯 科 大 学

昭 和 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 松 戸 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学 生 命 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部

神 奈 川 歯 科 大 学

鶴 見 大 学 歯 学 部

松 本 歯 科 大 学

朝 日 大 学 歯 学 部

愛 知 学 院 大 学 歯 学 部

大 阪 歯 科 大 学

福 岡 歯 科 大 学
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社団法人 日本私立 歯科大学 協会 役 員
(平成 19年 4月 1日現在)

役 員 名

名氏

所 属 大 学役 職 名

泉 日 本 歯 科 大 学 理 事 長 ・学 長

譲 東 京 歯 科 大 学 学 長

会 長 中 原

副 会 長 金 子

副 会 長 大 塚 吉 兵衛 日 本 大 学 歯 学 部 長

専務理事 安 井 利 - 明 海 大 学 副 学 長 ・ 歯 学 部 長

常務理事 束 理 十 三 雄 日本歯科大学新潟生命歯学部長代理

哉 福 岡 歯 科 大 学 常 務 理 事|常務理事 青 野

理
理

理
理

理
理

理
理

監
監

常務理事 宮 﨑 隆 昭 和 大 学 歯 学 部 長

事 大 野 弘 機 北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部 長

事 梅 本 俊 夫 神 奈 川 歯 科 大 学 学 長

事 天 野 義 和 奥 羽 大 学 歯 学

監

事 森 本 俊 文 松 本 歯 科 大 学 学 長
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